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測地と地形・地質との⽭盾測地と地形・地質との⽭盾測地と地形・地質との⽭盾測地と地形・地質との⽭盾行谷ほか（2011）

大正型（Aの領域）

地震調査研究推進本部（2004）による評価2300年
で10mAA

：200～400年
元禄型（ABCの領域）

BB
CC

：平均2300年

Aの領域はすべり欠損速度が年間
西村 (2012)予知連資料滑り欠損速度分布

領域 す り欠損速度 年間
約2 cmで，大正型が1回あたり5-
10mすべるとすれば，収支が合う．

方 領域は年間約

西村 (2012)予知連資料滑り欠損速度分布

一方，B~Cの領域は年間約3 cmで
2000-2700年間隔では，1回あたり
60-80mすべらないと収支が合わな

約約20mm/20mm/yrsyrs

60-80mすべらないと収支が合わな
い．

B Cのみ動くタイプの地震が

約約30mm/30mm/yrsyrs

Geological Survey of Japan

B，Cのみ動くタイプの地震が
頻繁に起これば解消できる？
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NumaⅣ NumaⅢ NumaⅡ NumaⅠ

内房と外房とで段丘の年代が⼀致しないところがある内房と外房とで段丘の年代が⼀致しないところがある内房と外房とで段丘の年代が⼀致しないところがある内房と外房とで段丘の年代が⼀致しないところがある
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内房と外房とで別々
宇野ほか（2007）

4400 cal yBP

5300 cal yBP内房と外房とで別々
に隆起する地震があ
っても良いっても良い

外房沖のみが割れる

Geological Survey of Japan

外房沖のみが割れる
地震（外房型？）の存在
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